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平成２９年度神奈川県公立高校入試問題解説

問１．

(ｱ) (－ 7)＋(－ 9) ＝ － 7－ 9＝－ 16

(ｲ) － ＋ ＝ － ＋ ＝

(ｳ) 32a2b ÷ 4ab ＝ 8a

(ｴ) ＋ ＝ ＋ ＝ ＋ ＝

問２．

(ｱ) (x＋ 5)(x＋ 9)－(x＋ 6)2 ＝ x2＋ 14x＋ 45－(x2＋ 12x＋ 36)
＝ x2＋ 14x＋ 45－ x2－ 12x－ 36
＝ 2x＋ 9

(ｲ) (x－ 3)2－ 2(x－ 3)－ 35 ＝ (x－ 3－ 7)(x－ 3＋ 5)
＝ (x－ 10)(x＋ 2)

(ｳ) 2x2－ 5x－ 1＝ 0 x＝

＝

(ｴ) 解き方１ 解き方２

△ EJH∽△ KGHより △ KGM∽△ KDEより
HJ：HG＝ EJ：KG＝ 2：5 5：x＝ 6：2

BJは BGの中点なので BJ＝ 2＋ 5＝ 7 6x＝ 10 x＝

BH：HG＝(7＋ 2)：5＝ 9：5 BH：HG＝ BF：GM＝ 3： ＝ 9：5
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(ｴ) 解き方３

△ BGC∽△ IGDより
BG：IG＝ BC：ID＝ 4：2＝ 2：1

△ BHF∽△ IHEより
BH：HI＝ BF：IE＝ 3：4

3：4＝ 9：12 3倍して合計を 21に
2：1＝ 14：7 7倍して合計を 21に

BH：HG＝ 9：(14－ 9)＝ 9：5
(ｴ) 解き方４

△ NAE∽△ NBFより
NA：NB＝ AE：BF となるので

a：(a＋ 3)＝ 2：3
3a＝ 2(a＋ 3)
3a＝ 2a＋ 6

a＝ 6

△ NBH∽△ KGHより
BH：HG＝ NB：KG

＝(6＋ 3)：(2＋ 3)
＝ 9：5
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問３．

(ｱ) 変化の割合の公式で求めると (1＋ 3)×(－ 3)＝－ 12

あるいは x 1 3 xの増加量は 3－ 1＝ 2
y － 3 － 27 yの増加量は－ 27－(－ 3)＝－ 24

変化の割合は － 24÷ 2＝－ 12

(ｲ) 3割引ということは 7割分の値段を払うことになるので、 円

(ｳ) 中央値とは、資料を値の小さい順(大きい順)に並べたときに、中央にくる値のこと。

ただし、資料が偶数個のときは、中央の 2つの値の平均値となります。
20人なので 10番目と 11番目の平均値を求めます。

値 3 4 5 6 7 8
度数 2 3 2 3

6回までで 10人となったので (6＋ 7)÷ 2＝ 6.5回

(ｴ) x2y＋ xy2 を因数分解してから代入します。

x2y＋ xy2 ＝ xy(x＋ y)

＝( ＋ )( － ){( ＋ )＋( － )}

＝(5－ 3)×( )

＝

(ｵ) x2－ 5x－ 6＝ 0 を解くと (x－ 6)(x＋ 1)＝ 0 x＝ 6，－ 1
大きい方の解は，x＝ 6

解き方１

x＝ 6 を x2＋ ax－ 24＝ 0 に代入して 36＋ 6a－ 24＝ 0
6a＝－ 12

a＝－ 2
解き方２

x＝ 6 が解なので，(x－ 6)( ？ )＝ 0 となるはずである
x2＋ ax－ 24＝ 0 と比べてみることにより

(x－ 6)(x＋ 4)＝ 0 と分かる
これを展開して， x2－ 2x－ 24＝ 0 となるので a＝－ 2
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問４．

(ｱ) 点 Aは y＝ x上にあり，点 Aの x座標は 2なので，点 Aの座標は(2，2)となる。
点 Aは y＝ ax2上にもあるので，A(2，2)を代入すると，2＝ 4aとなる

したがって，a＝

(ｲ) 点 Bの座標は，点 Aと y軸について対称なので，(－ 2，2)
点 Cの座標は，AO：OC＝ 2：3より (－ 3，3)

直線 BCの傾きは，１コイッテ５アガルので５となる
y＝ 5x＋ b に(－ 2，2)を代入して， 2＝－ 10＋ bより b＝ 12

y＝ 5x＋ 12
(ｳ)

解き方１：高さの等しい三角形の面積の比は底辺の比に等しいことを使う

点 A(2，2)，D(1，1)，C(－ 3，3)より
AD：DC＝ 1：4＝ 2：8
(1：4 だとたして 5なので，半分にできな
い。そのため 2倍して 2：8とおいた)

したがって，△ ADE：△ CED＝ 2：8
△ ACEの面積を 10とおけば
その半分は 5となる

△ CED＝ 8を
△ CFD：△ DFE＝ 5：3に分ければ
面積が半分ずつになるので

CF：FE＝ 5：3となれば良い

C(－ 3，－ 3)，E(3，－ 1)なので，
（＊）Eの x座標が 3なので y座標は，②の式の y＝－ x＋ 2に代入して，y＝－ 1

平行線と線分の比より 座標の比が，そのまま斜めの線分の比になるので

CEの長さを 6とおける CFの長さは となる

CFの長さから Cから y軸までの長さをひくと － 3＝

これが Fの x座標となる
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解き方２：△ ACGと同じ面積の△ DCFを平行線と面積の関係を使って作る。

点 A(2，2)，D(1，1)

点 C(－ 3，－ 3)，E(3，－ 1)

点 G(0，－ 2)

CEの中点 G(0，－ 2)と頂点 Aを結ぶと AGは△ ACEの面積を二等分する

したがって，Fは AF¥DGになるようにとれば
△ ADG＝△ FDGとなるので，△ ACG＝△ DCFとなる

直線 DGの式は，G(0，－ 2)，D(1，1)なので，
傾きは，1コイッテ 3アガルので 3 となり y＝ 3x－ 2

直線 AFの式は，直線 DGと傾きが同じなので y＝ 3x＋ bとおける

これに，A(2，2)を代入して 2＝ 6＋ b b＝－ 4 となるので，y＝ 3x－ 4 … ④

C(－ 3，－ 3)，E(3，－ 1)より 直線 CEの式の傾きは 6コイッテ 2アガルので

切片はちょうど真ん中なので－ 2となり y＝ － 2 … ⑤

直線④と直線⑤の交点が点 Fとなるので置換法で解くと，

3x－ 4＝ － 2

両辺× 3 9x－ 12＝ x－ 6
8x＝ 6

x＝

1
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解き方３：△ ACEと同じ面積の△ DCHを平行線と面積の関係を使って作る。

DE¥AHとなるように Hをとると△ ADE＝△ DEHなので，△ ACE＝△ DCHとなる
△ ACEを頂点を Dとした△ DCHに変わったので，CHの中点が Fとなれば良い

DEの式は，y＝－ x＋ 2より，AHの式は，y＝－ x＋ bとおける

この式に，A(2，2)を代入して 2＝－ 2＋ b b＝ 4となるので， y＝－ x＋ 4 … ⑥

C(－ 3，－ 3)，E(3，－ 1)より 直線 CEの式は，y＝ － 2 … ⑦

直線⑥と直線⑦の交点が点 Hとなるので， － x＋ 4＝ － 2

両辺× 3 － 3x＋ 12＝ x－ 6
－ 4x＝－ 18

x＝ (Hの x座標)

平行線と線分の比より 座標の比が，そのまま斜めの線分の比になる

CHの長さは ＋ 3で とおける CFの長さは ÷ 2＝ となる

CFの長さから Cから y軸までの長さをひくと － 3＝

これが Fの x座標となる

あるいは，中点の座標は平均と同じで，たして２で割ることを知っていると

Cの x座標は－ 3，Hの x座標は なので (－ 3＋ )÷ 2＝ ÷ 2＝
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解き方４：△ ACEの面積を実際に 10と求めて，△ DCM＝△ DCF＝ 5となるように
平行線と面積の関係を使って点M，Fを求める。

点 A(2，2)，D(1，1)

点 C(－ 3，－ 3)，E(3，－ 1)

点 G(0，－ 2)

点 N(－ 1，－ 1)

△ ACEの面積は，底辺 NE×高さ× ＝ 4×(2＋ 3)× ＝ 10

△ DCM＝ 5となるには，底辺 OM×(3＋ 1)× ＝ 5 OM＝

直線 ACの式は，y＝ x，M(0，－ )より，直線 FMの式は y＝ x－

直線 CEの式は，傾きは 6コイッテ 2アガルので ，切片は真ん中で－ 2より

y＝ － 2

直線 FMと直線 CEの交点の座標 Fは，

x－ ＝ － 2

両辺× 6 6x－ 15＝ 2x－ 12
4x＝ 3

x＝
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解き方５：頂角を共有する三角形の面積の比を使う

頂角を共有する三角形の面積比

面積比は

△ ADE：△ ABC＝ de：bc

底辺を dと bにすると

高さは hと gになる

△ AHE∽△ AGCより
e：c＝ h：g

点 A(2，2)

点 D(1，1)

点 C(－ 3，－ 3)

点 E(3，－ 1)

△ ACE：△ DCF＝ 2：1 になるには

5b：4a＝ 2：1
8a＝ 5b

したがって，a：b＝ 5：8
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問５．

(ｱ)

すべての石で白の面が上となるのは，大小２つのさいころの出た目の数が等しいときなので

＝

(ｲ)解き方１：

大小２つのさいころの出た目の数が等しいときは，→ (ｱ)より 6通り
すべての石で白の面が上となるので，1× 2× 3× 4× 5 × 6＝ 720となり 60の倍数となる

大小２つのさいころの出た目の数が等しくないときは，

720÷ 60＝ 12より，黒の面に書かれた数の積が 12の約数になれば良い。

12の約数＝ 1，2，3，4，6，12 → 次の 10通り 合計で 16通り ＝

黒

大 1小 2 ● ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ● ③ ④ ⑤ ⑥ 2 ○

大 1小 3 ● ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ● ④ ⑤ ⑥ 3 ○

大 1小 4 ● ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ● ③ ● ⑤ ⑥ 2× 4 ×

大 1小 5 ● ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ● ⑥ 5 ×

大 1小 6 ● ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ● ● ④ ⑤ ● 2× 3× 6 ×

大 2小 1 ● ● ③ ④ ⑤ ⑥ ① ● ③ ④ ⑤ ⑥ 2 ○

大 2小 3 ● ● ③ ④ ⑤ ⑥ ① ● ● ④ ⑤ ⑥ 2× 3 ○

大 2小 4 ● ● ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ● ⑤ ⑥ 4 ○

大 2小 5 ● ● ③ ④ ⑤ ⑥ ① ● ③ ④ ● ⑥ 2× 5 ×

大 2小 6 ● ● ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ● ④ ⑤ ● 3× 6 ×

大 3小 1 ● ② ● ④ ⑤ ⑥ ① ② ● ④ ⑤ ⑥ 3 ○

大 3小 2 ● ② ● ④ ⑤ ⑥ ① ● ● ④ ⑤ ⑥ 2× 3 ○

大 3小 4 ● ② ● ④ ⑤ ⑥ ① ● ③ ● ⑤ ⑥ 2× 4 ×

大 3小 5 ● ② ● ④ ⑤ ⑥ ① ② ● ④ ● ⑥ 3× 5 ×

大 3小 6 ● ② ● ④ ⑤ ⑥ ① ● ③ ④ ⑤ ● 2× 6 ○

大 4小 2 ● ● ③ ● ⑤ ⑥ ① ② ③ ● ⑤ ⑥ 4 ○

大 6小 3 ● ● ● ④ ⑤ ● ① ● ③ ④ ⑤ ● 2× 6 ○

大小の数字が入れ替わっても結果は同じ。大 3小 6まで調べれば終了となる。
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解き方２：こちらの方がお薦めだが、内容が分かるように，解き方１を先に示した。

大小で共通した約数を除いたものは黒となるので表に書き込むと分かりやすい

（共通したものは，２回裏返すことになり，白となるので）

（また，表に約数を書いておくとより早く分かる ⇒ これがポイント）

小 １ ２ ３ ４ ５ ６

大 1 1,2 1,3 1,2,4 1,5 1,2,3,6

１ 1 2 3 2,4 5 2,3,6

２ 1,2 2 2,3 4 2,5 3,6

３ 1,3 3 2,3 2,3,4 3,5 2,6

４ 1,2,4 2,4 4 2,3,4 2,4,5 3,4,6

５ 1,5 5 2,5 3,5 2,4,5 2,3,5,6

６ 1,2,3,6 2,3,6 3,6 2,6 3,4,6 2,3,5,6

12の約数＝ 1，2，3，4，6，12になっているものに○印を付ける。

解き方３：解き方１，２とは異なり素直に積を書き込んでみると，次のようになる。

小 １ ２ ３ ４ ５ ６

大 1 1,2 1,3 1,2,4 1,5 1,2,3,6

１ 1 720 360 240 90 144 20

２ 1,2 360 720 120 180 72 40

３ 1,3 240 120 720 30 48 60

４ 1,2,4 90 180 30 720 18 10

５ 1,5 144 72 48 18 720 4

６ 1,2,3,6 20 40 60 10 4 720

12の約数＝ 1，2，3，4，6，12になっているものに○印を付ける
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問６．

(ｱ) 問題文の中の，「直角二等辺三角形 ABC を底面とし，
BD＝ 12cmを高さとする三角すいである」を見逃すと

解くことができない。

6× 6× × 12× ＝ 72 cm3

底面積 高さ

(ｲ) 問題文の中の，「直角二等辺三角形 ABCを底面とし，BD＝ 12cmを高さとする三角すい

である」から，平面 ABC⊥ BDが分かる。

△ ABCにおいて △ ABEにおいて
1：1： より AC＝ 二等辺三角形の頂点と底辺の中点を結ぶと

Eは辺 ACの中点なので AE＝ ∠ AEB＝ 90°になるので
1：1： より BE＝

BDが高さになっているので，BE⊥ BDとなり EFが斜辺の直角三角形となる
三平方の定理より

EF2 ＝( )2＋ 62

＝ 18＋ 36
＝ 54 6

EF ＞ 0より
EF ＝

1
2

1
3

2 6 2
3 2

2 3 2

3 2

3 6
3 2

3 2

A B

C

6

6

E

6

A B
45°

45°

45° 45°

E B

F
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(ｳ) △ ABCDの面積を 2通りの方法で求める式を等式にして，高さを求めていく。

△ DBCにおいて，
三平方の定理より CD2＝ DB2＋ BC2

CD2＝ 122＋ 62

CD2＝ 180
CD＞ 0より

CD＝

(1) 底辺 AC＝ 12，高さ BD＝ 12と考えて面積を求める
(2) 底辺 CD＝ ，高さ AG＝ hと考えて面積を求める

× h× ＝ 12× 12×

h＝ 72

h＝

h＝

h＝

(別解)相似比を利用して解く。

△ CDB∽△ CAHより
h：12＝ 12：

h＝ 144

h＝

h＝

h＝

6 5

6 5

6 5 1
2

1
2

3 5

3 5
72

5× 5
24× 5

24 5
5

6 5
6 5

6 5
144

5
24

24 5
5

6 5

D

A B C

G12

6 6

l

h
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問７．

詳細は解答を参照

○＋×


